
『世界の人口分布と変化』 （教科書 Ｐ，１５６～１５７）

世界の人口はどのように分布し、そこではどのような問題が起こっているだろう？

２０１２年現在、世界の人口＝ 約（ ７１ ）億人

①資料２「世界の人口の移り変わり」のグラフを写しなさい。

※教科書を見てグラフを作成しておくこと。

・ ・
紀元元年 1650 1800 2050

（億人）
②資料３「地域別人口の移り変わり」の
グラフを写しなさい。

オセアニア：□
南アメリカ：□
北アメリカ：□
ヨーロッパ：□
アフリカ ：□
アジア ：□

1950年 2012年
※教科書を見てグラフを作成しておくこと。

③資料４の「主な国の人口密度」の資料から、どのようなことが分かりますか？

・ 中国や日本など、人口が多いアジアの国の人口密度は高い。

・ アメリカやオーストラリアの人口密度は低い。 日本は死亡率が出生率を上回っている。

※ 人口密度＝（ 人口 ）÷（ 面積 ）

④資料６「おもな国の出生率と死亡率の移り変わり」から、どのようなことが分かりますか？

・ エチオピアは出生率と死亡率の差が大きく、出生率が高い。

・ 日本やアメリカは出生率と死亡率の差が小さく、その割合も低い。

⑤発展途上国と先進工業国とでは、人口の問題にどのような違いがみられますか？

・ 発展途上国：人口は（ 増加 ）してきている。 （ 人口爆発 ）･･食糧不足やスラム化

・ 先進工業国：人口は（ 減少 ）してきている。 （ 少子高齢化 ）･･･労働力不足


